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第 1 編 ― 第 2 章　今、求められる力を高めるための学習指導

第2章

３．整理・分析

多様な方法で収集した情報を、整理したり分析したりして、思考する活動へと高めていくことが望

まれる。収集した情報を種類ごとに分類したり、細分化して因果関係を導き出したり、批判的・複眼

的な視点で分析したりする。それが思考することであり、そうした学習活動を位置付けることが重要

である。

整理・分析を行うときに、次の点に配慮することが大切である。

＜具体的事例＞

○どのような情報が、どの程度収集されているかを把握すること
○どのような方法で情報の整理・分析を行うのかを決定すること
○整理・分析する活動として、「比較して考える」「分類して考える」「序列化して考える」「関連

付けして考える」などの思考との関係を意識すること
○国語科や社会科、数学科、技術・家庭科などの教科等での学習との関連を図り、教科等と総合

的な学習の時間が互いに支え合うように配慮すること

【ポイント】
○資料の整理

・インターネットや図書館 ( 図書
室 ) で収集した絵やグラフ等の
情報から、大事なところを切り
抜きスクラップシートに貼っ
て、分析するための資料として
整理し、学習を自覚化する。

○協同的な学習
・異なる視点で学んでいくための

協議資料として活用する。貼る
位置や話合い後の感想が記入で
きるスペースなどを想定して印
刷するなども考えられる。

○教科等関連
・データを集積し、再構成したり

再編集したりすることは各教科
等でも行うことが考えられる。

事例①　スクラップシートで整理・分析する

これまでの活動の記録や収集した資料をスクラップシートなどで整理すると、自己の歩みを振

り返り、新たな学習課題を生み出すことができます。

【実践例　スクラップシートの作成】

１　集めた情報から必要なものを選び出す

２　スクラップシートをつくり分析用資料にする

感想など必ず自分の意
見も加えさせる

文章だけでなく、
グラフや絵も貼る

画像や文章、デー
タを切り抜く
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【ポイント】
○思考の整理

・調査した事柄を整理すると
きに流れがある場合にはそれ
を時系列などの図に表すこと
により思考の整理に役立つ。

○スケッチのすすめ
・スケッチは上手、下手では

なく無自覚なものを自覚化さ
せる働きがある。調査の際に
小さなスケッチブックを持た
せておくとよい。

○実験の記録化
・実験では、図と言葉の両方で

まとめる。仮説、実験内容・
方法、実験結果、考察の記録
の中で方法や結果を図に示す
ことで一層分かりやすく整理
できる。

○教科等関連
・理科の観察や実験の結果を分

析し解釈する学習活動との関
連。

事例②　図等で整理・分析する

調べた情報を図や年表スケッチなどで可視化し整理・分析すると、無自覚なものが自覚される

などして新たな発見が期待できます。

【実践例　図等を用いてしくみや構造を表す】

【ポイント】
○効果的なグラフ化

・グラフの特徴や自分たちの主
張などを考慮して資料の整理
の仕方を考える。

○教科等関連
・技術・家庭科における、表計

算ソフトの活用との関連。
・数学科における、ヒストグラ

ムなど資料の整理との関連。

事例③　グラフで整理・分析する

調査したことをグラフなどの統計的な手法を使って目に見える形で整理することで、事象の特

徴を客観的にとらえたり事実や関係を把握したりすることに役立ちます。また、情報を客観的に

整理することで、自分の考えや主張の明確な根拠となります。

【実践例　調べた結果をグラフに表す】
棒グラフの例
　・各公園に落ちていたゴミの量
　・「○○山」の各ポイントに生息する生き物の数
　・「○○川」のポイントごとの水質調査の結果
折れ線グラフの例
　・学校の消費電力量　
　・「○○市」の高齢者の人数の変化　　　　　　　　
円グラフ・帯グラフの例
　・「○○市」の高齢者の占める割合
　・「○○家」の光熱費の占める割合
　・「○○中学」の体力測定結果

＜原因から結果までの過程＞
　原因から結果などの因果関係を
まとめるときには、一連の流れを
図に整理しておくことで　分かり
やすくなる。年表などで時系列で
変化の様子をまとめるのもよい方
法である。

＜スケッチ＞
　情報の収集手段としては、実験
や観察もある。観察では、デジカ
メなどの活用だけではなく、細か
にスケッチすることで特徴が見え
てくることがある。

　　　　　　　　　　
＜実験図＞
　実験では、使用した器具などを
図にしておくと分かりやすくなる。
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第2章
【ポイント】
○調査ポイントの設定

・できれば教師の方で事前調査
をしておきたい。川や池、海
岸などはポイントによって調
査結果が違ってくることが多
い。そこから新たな「なぜ？」
が生まれやすい。

○数値以外の調査
・ここでは数量化しているが、

言語による調査報告のまとめ
でもよいし、デジカメやス
ケッチなどの絵を比較する中
で類推させていくこともでき
る。

○教科等関連
・社会科における、身近な地域

の調査との関連。

事例④　マップで整理・分析する

調べた情報をマップで整理・分析することで、事実や関係を把握したり、事象の特徴を見出したり

することに役立ちます。また、事実関係からなぜそうなのか原因を考えるなどの発展が期待できます。

【実践例　マップを使って因果関係を分析する】

○○池の透明度調査

ひもにメモリを付ける。そのひもに物を付けて沈めてみ
て、どこまで見えるか実験した。実験結果を表に整理して
話し合う。

【マップなどでまとめると効果的な例】

○「植物や昆虫の分布の様子」

○「点字ブロックの敷かれている場所」

○「違法放置自転車の状況」

○「川の生物の分布」

○「池の水質調査結果」

○「町の工場の様子」

○「町のすてきな人」

○「商店街の特徴調べ」

　　　　　　　　　　　など

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
35 ㎝ 25 ㎝ 40 ㎝ 30 ㎝ 60 ㎝ 40 ㎝

マップに表す
ことでどこの地
点に問題がある
のかが浮かび上
が る。 ま た、 そ
こがなぜ問題な
のか類推する場
面設定をするこ
とが可能になる。

透明度だけじゃ
原因がつかめな
いよね。

そ れ ぞ れ
の場所で微
生物の繁殖
状況が違う
んじゃない
の？
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【ポイント】
○思考ツールの活用

・どのような情報がどの程度集
まっているのかを事前に把握
しておく。

・どのように思考させたいかを
考え、生徒が考える視点など
を決定する。視点をどのよう
に設定するかで学習の方向性
が変わるので十分留意する。

○他教科等での思考ツールの活用
・思考ツールは、総合的な学習

の時間に限らず、様々な教科
でも活用できる。

事例⑤　座標軸の入ったワークシートで整理・分析する

集めた情報を座標軸を使って整理することで、視点に沿った考えが促されるだけでなく、情報

を可視化しながら整理できます。このような思考ツールによって、自己の考えを振り返ったり、

他者の考えと比較したりすることも可能です。

【実践例　２つの視点で整理】
　国際理解教育
　外国人の人口が増えている状況から、在日外国人の方々
が過ごしやすい町にしていくためにどうしたらよいか話し
合っていく中で母国語しか話せない外国人が実際どんなこ
とに困っているか調査することになった。

１　母国語しか理解できない外国人の方々に、困っ
ていることを調査する。

２　過ごしやすい町にしていくための解決方法に
ついて考える。

３　個人で書き出したカードを上記のワークシー
トでまとめていく。どこに位置付けるとよいか
について話し合いながら、活動の方向性を定め
ていく。

集
団
で

個
人
で

実現可能

実現困難

多用な考えを
整理する。
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第2章【ポイント】
○３つの因子

・３つの因子で考える場合にはベン
図で表現させていくとよい。例え
ば、「今すぐやる」「誰でもできる」
「みんなで行う」などである。こ
れは、緊急を要するものか、実現
可能なのか、集団の力が必要なの
かといった視点で設定した。こう
した因子は課題によって変わって
くる。学習活動のねらいにふさわ
しい因子を位置付けることが重要
である。

○教科等関連
・各教科等においても、多様な情報

を整理する場合には、べン図によ
る方法を活用することが考えられ
る。

事例⑥　ベン図で整理・分析する

集まった情報を整理・分析するときに、ベン図を用いて要素で整理すると、共通点や相違点を

明らかにすることができます。また、どの集合に位置付けるかを話し合うことで様々な視点が生

まれるきっかけにもなります。。

【実践例　３つの視点で整理・分析する】
自分たちで取り組めるための工夫や努力の方法を収

集して、整理するときに３つの視点を提示し整理する。

①町の人たちは環境を守るために様々な工夫や努
力をしていた。

②自分自身が環境を守るためにどのような工夫・
努力をすることができるだろうか。

今すぐできる努力

誰でもできる努力 みんなで行う努力

【ポイント】
○シートを活用した話合い

・アイデアについての問題点を
指摘したりよさを発見したり
するなどの思考の場があるこ
とによって、アイデアの質を
高め、アイデアを共有してい
くことにつながる。また、高
学年では、批判的な視点をも
つことも大切である。メリッ
トとデメリットのどちらが多
いかでアイデアのよさを判断
させてることも考えられる。

事例⑦　メリット・デメリットの視点で整理・分析する

生徒が考えた課題解決のためのアイデアや方法、提案をすぐに実施するのではなく、メリットと

デメリットの両面から吟味することで、より質の高いアイデアや方法へと高めていくことができま

す。生徒にこのような思考の場を設定することでアイデアの根拠を明らかにしていきます。

【実践例　「よいわるい発見シート」の活用例】
　発信方法を「良い点」と「悪い点」に分けて考え、ワー
クシートに書く。それぞれについて検討しながら、表現方
法の見直しをしていく。

〈メリット〉
説明だけでなく写
真や絵も入る。
長い間飾ってもら
えて実用的。

〈デメリット〉
多くの人に見て
もらえない。

〈改善策〉
商店街や図書館など
多くの人が集まる場
所に配布する。
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【ポイント】
○自己の変容

・常に自分の変化や成長、そ
の時の思いを記録しておく
ようにする。比較すること
で成長の実感を自覚するこ
とができる。

○ビフォー・アフター
・振り返りの視点を明確にし

ておくと、事前と事後での
比較がしやすくなる。対応
させながらまとめていき、
自己の成長を確かめるよう
にする。

○教科等関連
・各教科等においても、事前

事後の視点で情報を整理す
る場合には、この方法を活
用することが考えられる。

事例⑧　「ビフォー・アフター」の視点で整理・分析する

集まった情報を整理・分析していくと、情報を収集する前後で生徒の見方や考え方が変わることが

あります。「ビフォー・アフター」で振り返ることで、生徒が自らの変容を自覚してとらえることが

できるようになります。これは自己評価の力にもつながります。

【実践例　「ビフォー・アフター」】
「職業体験」
　職業体験をする「ビフォー」と「アフター」での自分の変
化を記録しておく。

ビフォー
なぜ？

・お金が無いと生活でき
ない。

・生きている証を見つけ
たい。

適性
・人と交わることが好き

だからあっている。

・・・・・

アフター
なぜ？

・社会のためになる。
・自分の役割を達成しな

いと周りに迷惑を及ぼ
す。　

適性
・思ったよりも緊張す

る。でも、やはり自分
と違う思いの人と触れ
合うのは楽しい。

・・・
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第2章

【ポイント】
○課題意識の明確化

・職業体験が体験活動だけに終
わらないよう、事前学習で課
題を設定することが重要にな
る。その際、例えば、自分の
強みや弱み、SWOT 分析を
行い、内面の強みや弱み、発
揮できそうなことや克服すべ
き課題などを分析しておくこ
とが大切である。こうした取
組が事後学習における整理・
分析の学習活動の充実につな
がる。

事例⑨　SWOT 分析で整理・分析する

職場体験学習などの探究的な学習活動では、自己の生き方を考えることが重要です。

このときに SWOT 分析で自己の内部環境と外部環境を事前に分析すると体験活動への目的意

識が高まります。

【実践例　SWOT 分析】
「２年　職場体験学習」
　職場体験を行うにあたり、やってみたいというだけで職
業を選ぶのではなく、自己の適性からも考えていく必要が
あるのではないかと考えるようになった。

１　職場体験については、自己の能力を発揮すること
のできる職業という視点を大切にすることとした。

２　自分の強み、弱みを明らかにし、力を発揮できそ
うなこと、克服したいことを明らかにする。

３　ワークシートで自分の特徴について整理・分析する。

内部環境 外部環境

・明るく笑顔で
挨拶できる。

・友達が悩んで
いるときに相
談に乗れる。

・最後まで粘り
強く努力する
ことが苦手。

・プレッシャー
に弱い。

自分の強み

自分の弱み

・お客さんを笑
顔で迎えるこ
とができる。

・客への気遣い

・掃除などの決
め細やかな配
慮

・責任者から言
われたことが
守れるか。

発揮できそ
うなこと

克服すべき
課題
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【ポイント】
○可視化の経験

・総合的な学習の時間に限ら
ず、学級活動の話合いや教科
の問題解決の際の話合い活動
でも行うことでよさを味わわ
せるようにする。

○序列化による整理
・収集した多くの情報の中に

は、課題解決にかかわりのな
いものも含まれる。そこで、
序列化させ資料を精選するよ
うにする。

○教科等関連
・各教科等においても、グルー

プでの話合いを可視化して行
うことが考えられる。

事例⑩　ホワイトボードで整理・分析する

話合いを小さなホワイトボードで可視化しながら行うと、多様な意見を仲間分けしたり類型化

したりして論点をはっきりさせることができます。また、話合いの振り返りをするのにも有効で

す。

【実践例　可視化・序列化して話し合う】
－　職業体験を通して○○中学校の生徒に必要な資質・能
　　力を探ろう　－
職業体験等を終えて、自己の生き方・あり方について考える

【ポイント】
○ブレインライティングで体験

からの情報を取り出す
①共通体験をしたグループに一

枚のワークシートを用意す
る。

②視点に沿って感じたことを枠
内に記入し、次の人にワーク
シートごと渡す。

③次の人は、前の人が書いたこ
と以外の気付きを書き入れ、
次の人に渡す。

※時間を決めてテンポよく行
う。

事例⑪　ブレインライティングで整理・分析する

体験から得た情報を取り出し整理・分析する方法としては、情報収集カードや振り返りカード

への記録が考えられますが、ブレインライティングを通してグループの情報を取り出す方法もあ

ります。ブレインライティングをしていくことで、無自覚な気付きや発見が自覚されるよさがあ

ります。

【実践例　ブレインライティング】

課題　これから社会に出たときに必要な力はどんな力だろう？

地域のゴミ清掃活動に参加して

地域の人が手伝ってくれた

【視点１】
例：良い点

…付近はきれい

…丁目はよく分別されていた

外国の人にも分かりやすいポスター

２時間で 20 ㍑のゴミ袋５袋分

【視点２】
例：問題点

飲食店の大通り沿いにゴミが多い

ビニールや空き缶が多い

無料情報誌が多く捨てられ…

１

２

３

４
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